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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
イ
ラ
ク
帰
還
自
衛
隊
員
の
自
殺
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
発
生
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
等
に
対
応
し

て
行
わ
れ
る
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
達
成
の
た
め
の
諸
外
国
の
活
動
に
対
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
及
び
関
連
す
る
国

際
連
合
決
議
等
に
基
づ
く
人
道
的
措
置
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
。
以
下
「
テ
ロ
対
策
特
措

法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
延
べ
約
一
万
九
百
人
の
海
上
自
衛
隊
員
を
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

我
が
国
が
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五

年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
イ
ラ
ク
特
措
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
派
遣
し
た
自
衛
隊
の
部
隊
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

イ
ラ
ク
に
入
国
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
人
数
に
つ
い
て
確
定
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
平
成
十
九
年
十
一
月
七
日
現
在
ま
で
に
、
我
が
国
は
、
イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
き
、
延
べ
約
五
千
六
百
人
の
陸
上
自

衛
隊
員
、
延
べ
約
三
百
三
十
人
の
海
上
自
衛
隊
員
及
び
延
べ
約
二
千
八
百
七
十
人
の
航
空
自
衛
隊
員
を
派
遣
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

一



三
及
び
四
に
つ
い
て

テ
ロ
対
策
特
措
法
又
は
イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
く
派
遣
と
隊
員
の
死
亡
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
は
申
し
上
げ
ら

れ
な
い
が
、
平
成
十
九
年
十
月
末
現
在
で
、
テ
ロ
対
策
特
措
法
又
は
イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
た
隊
員
の
う
ち
在

職
中
に
死
亡
し
た
隊
員
は
、
陸
上
自
衛
隊
が
十
四
人
、
海
上
自
衛
隊
が
二
十
人
、
航
空
自
衛
隊
が
一
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

死
因
が
自
殺
の
者
は
陸
上
自
衛
隊
が
七
人
、
海
上
自
衛
隊
が
八
人
、
航
空
自
衛
隊
が
一
人
、
病
死
の
者
は
陸
上
自
衛
隊
が
一

人
、
海
上
自
衛
隊
が
六
人
、
航
空
自
衛
隊
が
零
人
、
死
因
が
事
故
又
は
不
明
の
者
は
陸
上
自
衛
隊
が
六
人
、
海
上
自
衛
隊
が

六
人
、
航
空
自
衛
隊
が
零
人
で
あ
る
。

ま
た
、
防
衛
省
と
し
て
、
お
尋
ね
の
「
退
職
し
た
後
に
、
精
神
疾
患
に
な
っ
た
者
や
、
自
殺
し
た
隊
員
の
数
」
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

海
外
に
派
遣
さ
れ
た
隊
員
を
含
め
、
退
職
後
で
あ
っ
て
も
在
職
中
の
公
務
が
原
因
で
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
国
家
公
務
員

災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
の
規
定
が
準
用
さ
れ
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
と
同
様
の
補
償
が
行

わ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
功
績
を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
、

毎
年
、
自
衛
隊
記
念
日
行
事
の
一
環
と
し
て
、
防
衛
大
臣
の
主
催
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
の
出
席
の
下
、
自
衛
隊
殉
職
隊

二



員
追
悼
式
を
執
り
行
っ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
隊
員
が
得
た
経
験
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
自
衛
隊
の
活
動
に
最
大
限
い
か
し
て
ま

い
り
た
い
。

三


